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研究成果概要 

ＫＡＧＲＡでは、サファイア結晶を基材とする鏡を必要とする。これまで、高性能な鏡

は、合成石英を基材とした研磨、コーティング技術で作られてきた。そのため、サファ

イアを基材とすることで、その技術の妥当性を再確認する必要があった。重要な点は、 

1. サファイア基材の性能が十分であるかどうか。 

2. サファイア基材の研磨が十分な性能で可能かどうか。 

3. サファイア上に作成した光学薄膜の性能が十分かどうか。 

であった。サファイアを用いるという点は、日本のＫＡＧＲＡ独自の問題であり、我々

が自分自身で測定を実施しなければならない。サファイア基材の性能は、光学吸収、一

様性、複屈折特性の 3 点、研磨の場合は、面の加工精度と表面粗さ、コーティングは光

学パラメータの精度、光学損失と一様性、複屈折特性などの点を評価する必要があった。

コーティングに関しては、複屈折を測定する装置を立ち上げたが、感度不足で所望の測

定限界が得られず、現在、新しい装置を立ち上げている。吸収測定に関しては、既存の

感度向上に努めた。また、研磨に関しては、FFTを利用したシュミレーションを実施し、

表面形状の揺らぎの典型的な波長と散乱損失の増加の関係が、光共振器の回折角と揺ら

ぎを回折格子と見た時のブラッグ回折の角度との関係で決まることを見出した。 
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